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間 (ま)もなくほらあなへってきた子ぎつねは、(略 (りゃく))

「お母 (かあ)ちゃん、おててがつめたい、おて

てがちんちんする。」
と言 (い)って、ぬれてぼたん色 (いろ)になった両 (りょう)手 (て)を、母 (かあ)さんぎつねのにさし出しました。母 (かあ)さんぎつねは、その手に、はあっと息 (いき)をふきかけて、ぬくとい母 (かあ)さんの手でやん

わりつつんでやりながら、－18－

「もうすぐあたたかくなるよ。雪 (ゆき)にさわ

ると、すぐあたたかくなるもんだよ。」
と言 (い)いましたが、かわいいぼうやの手に

しもやけができてはかわいそうだから、夜 (よる)になったら、町 (まち)まで行 (い)って、ぼうやのおててに合 (あ)うような、毛 (け)糸 (いと)の手ぶくろをってやろうと思 (おも)いました。
